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観
光
協
会
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
体
験
す
る
こ
と

で
春
を
満
喫
し
、
京
田
辺
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
花
見
ウ
ォ
ー
ク
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
４
月
３
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）

花
見
弁
当
を

予
約
で
販
売

観
光
協
会
は
、
花
見
ウ

ォ
ー
ク
に
参
加
す
る
人
を
対

象
に
、
花
見
弁
当
を
予
約
販

売
し
ま
す
。

料
金
（
税
込
）
＝
千
円

申
込
方
法
＝
観
光
案
内
所

に
代
金
を
持
参
す
る
か
郵
便

小
為
替
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
３
月
２２
日
�

受
渡
場
所
＝
観
音
寺

問
合
せ
先
＝
観
光
案
内
所

（
�
６８
・
２
８
１
０
）

市
は
、
５
月
か
ら
市
役
所

市
民
課
・
北
部
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
・
南
部
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
・
市
内
６
か
所
の

各
窓
口
業
務
取
次
所
で
、
届

け
出
・
申
請
に
来
ら
れ
た
人

に
運
転
免
許
証
や
被
保
険
者

証
な
ど
の
提
示
を
求
め
、
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。

市
民
課
な
ど
で
本
人
確
認

市
民
課
な
ど
で
本
人
確
認�

市
民
課
な
ど
で
本
人
確
認�

こ
れ
は
、
最
近
本
人
の
知

ら
な
い
間
に
、
本
人
に
な
り

す
ま
し
た
第
三
者
か
ら
の
虚

偽
の
転
入
出
の
届
け
出
や
住

民
票
の
写
し
の
申
請
な
ど
が

さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

全
国
で
行
う
も
の
で
す
。

本
人
確
認
の
た
め
に
必
要

な
も
の
な
ど
く
わ
し
く
は
、

「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」
４

月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
戸
籍
関
係
の
身
分

証
明
書
の
交
付
は
、
本
人
の

名
誉
や
人
権
な
ど
を
守
る
た

虚
偽
の
届
け
出
や
申
請
を
防
止

５
月
か
ら

京田辺の竹を東大寺へ�京田辺の竹を東大寺へ�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

１０
時受

け
付
け
後
、
各
自
ス

タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。受

付
場
所
＝
観
光
案
内
所

（
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
内
）

コ
ー
ス
＝
観
光
案
内
所→

酬
恩
庵
（
一
休
寺
）→

甘
南

備
山
展
望
台→

田
辺
公
園→

観
音
寺→

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い

の
駅距

離
＝
約
１１
㌔

イ
ベ
ン
ト
の
場
所
・
時

間
・
内
容
＝
▼
酬
恩
庵
（
一

休
寺
）
・
午
前
９
時
〜
１１

時
・
酬
恩
庵
（
一
休
寺
）
拝

観
▼
甘
南
備
山
・
午
前
９
時

３０
分
〜
１２
時
・
お
茶
の
試
飲

▼
田
辺
公
園
・
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
・
模
擬
店
▼
観
音

寺
・
午
前
１１
時
〜
午
後
３

時
・
観
音
寺
拝
観
、
菜
の
花

摘
み
、
模
擬
店
、
た
け
の
こ

鍋
、
茶
香
服

参
加
費
（
当
日
徴
収
）
＝

▼
大
人
（
高
校
生
以
上
）
…

５
０
０
円
▼
こ
ど
も
（
小
・

中
学
生
）
…
２
０
０
円

申
込
方
法
＝
代
表
者
の
氏

名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
書
い
て
、
は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

当
日
参
加
の
人
は
一
部
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
事
前
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
３
月
１
日
�

〜
２２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観
光

案
内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四

丁
目
３
・
３
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル

内
、
�
６８
・
２
８
１
０
、
�

６８
・
２
８
１
７
、
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス

http://w
w
w
.ikkyu-

land.gr.jp

）

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
か

ら
三
山
木
駅
・
Ｊ
Ｒ
三
山
木

駅
ま
で
無
料
バ
ス
を
正
午
か

ら
午
後
４
時
ま
で
運
行
し
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か�

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か�

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か�

春
を
感
じ
ま
せ
ん
か�

め
、
本
人
の
請
求
お
よ
び
本

人
の
委
任
状
を
持
参
し
て
請

求
さ
れ
た
時
に
限
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
ご
負
担
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
届
け
出

や
申
請
の
適
正
化
と
個
人
情

報
の
保
護
を
図
る
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
民
課
（
�

６４
・
１
３
３
０
）

観音寺では桜と菜の花が競演します

花見ウォーク

見
て
、
食
べ
て
、
歩
い
て

申
し
込
み
は

２２
日
ま
で
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
奈

良
・
東
大
寺
の「
お
水
取
り
」

の
か
ご
松
明
に
使
う
竹
を
同

寺
二
月
堂
に
送
り
届
け
る

「
竹
送
り
」
が
２
月
１１
日
に

山
城
松
明
講
な
ど
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
朝
、
普
賢
寺
地
区
の

竹
林
で
竹
を
根
付
き
の
ま
ま

掘
り
起
こ
し
、
観
音
寺
へ
。

道
中
の
安
全
祈
願
を
受
け
た

後
、
同
寺
二
月
堂
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

奈
良
市
の
奈
良
阪
か
ら
は

地
元
の
人
た
ち
も
参
加
し

て
、
大
八
車
や
肩
で
担
ぐ
な

ど
、
昔
か
ら
の
方
法
で
無
事

同
二
月
堂
へ
竹
を
送
り
届
け

ま
し
た
。

今
年
は
、
同
志
社
大
学
の

学
生
２
人
も
初
め
て
参
加
。

竹
の
重
さ
に
驚
き
な
が
ら

も
、
昔
な
が
ら
の
行
事
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

安全祈願を受け出発する一行（観音寺）

観
音
寺
で
７
本
の
竹
に
「
日
々
研
鑽
」
な
ど
と
筆
で
書

く
松
村
講
社
長
㊤
奈
良
市
内
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
地
元

の
人
も
竹
を
運
び
ま
し
た
（
東
大
寺
境
内
）

竹
送
り
…
か
つ
て
山
城

地
方
な
ど
で

は
、
お
水
取
り
が
近
づ
く
と
、
奈
良
に
通

じ
る
街
道
に
竹
を
置
い
て
お
く
と
住
民
な

ど
が
二
月
堂
ま
で
リ
レ
ー
形
式
で
運
ぶ
風

習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
風
習
も
い
つ
し

か
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
５３
年

に
普
賢
寺
地
域
の
有
志
や
ア
マ
チ
ュ
ア
カ

メ
ラ
マ
ン
な
ど
が
山
城
松
明
講
を
結
成

し
、
竹
送
り
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
以
来
、

毎
年
欠
か
さ
ず
二
月
堂
へ
竹
を
送
り
、
今

年
で
２８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

二月堂へ送り届けるお水取りの
かご松明に

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

 　　　　　　　　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

９
日
に
障
害
者
の

出
張
相
談
会
開
く

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
障
害
者
出
張
相
談

会
を
開
き
ま
す
。

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
、

ま
た
、
旅
行
や
福
祉
機
器
、

助成の対象者と福祉用具�
上下肢機能障害�下肢機能障害�福祉用具名�

1級または2級�車いす�
車いす付属品�

歩行器�

体幹機能障害�

歩行補助杖�

1級から3級まで�

1級から5級まで�

1級から6級まで�

選
挙
運
動
に
は
、
ま
ず

文
書
図
画
（
ぶ
ん
し
ょ
と

が
）
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
文
書
図
画
に
よ
る

選
挙
運
動
は
、
選
挙
運
動

の
方
法
の
中
で
も
、
言
論

に
よ
る
も
の
と
並
ん
で
最

も
一
般
的
な
方
法
で
す
。

し
か
し
、
お
金
の
か
か
る

選
挙
の
原
因
と
な
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
規

制
が
設
け

ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
う

ち
、
頒
布
（
は
ん
ぷ
＝
広

く
配
る
こ
と
）
が
で
き
る

の
は
、
選
挙
運
動
用
は
が

き
と
ビ
ラ
で
す
が
、
選
挙

の
種
類
に
よ
っ
て
配
れ
な

い
場
合
や
枚
数
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

次
に
、
掲
示
で
き
る
文

書
図
画
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
に
掲
示
で
き
る
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
や
自
動

車
、
選
挙
事
務
所
を
表
示

す
る
た
め
の
看
板
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

個
人
演
説
会
で
使
用
す
る

ポ
ス
タ
ー
や
立
札
、
看
板

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
候
補

者
が
使
用
す
る
た
す
き
な

ど
は
本
人

が
着
用
し

て
い
る
限

り
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
選
挙
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
新
聞
広
告
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

シリーズ77

選
挙
の
し
く
み

い
ろ
い
ろ
な
選
挙
運
動
①

住
宅
改
造
な
ど
の
相
談
を
、

当
事
者
と
同
じ
立
場
か
ら
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
聞
き

し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
�
午
後

２
時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
者
＝
市
内
に
在
住
す

市
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

福
祉
用
具
（
車
い
す
、
歩
行

器
お
よ
び
歩
行
補
助
杖
）
の

貸
与
を
受
け
た
人
が
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
ち
、か
つ
、

市
は
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

を
一
層
進
め
、
個
人
情
報
保

護
の
充
実
と
強
化
を
図
る
た

め
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

市
は
、
平
成
１５
年
１
月
１

日
か
ら
個
人
情
報
保
護
条
例

を
施
行
し
、
個
人
情
報
の
保

護
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

個
人
情
報
保
護
法
を
は
じ
め

と
す
る
国
の
個
人
情
報
保
護

関
連
５
法
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
現
行
の
条
例

の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の

で
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
ま
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
罰
則

対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
し
、

併
せ
て
罰
則
を
強
化
し
た
こ

と
と
、
情
報
の
開
示
手
続
き

な
ど
を
情
報
公
開
条
例
と
整

合
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

罰
則
規
定
に
つ
い
て
、
現

行
条
例
で
は
、
市
が
保
有
す

る
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

務
の
受
託
業
者
や
そ
の
従
業

員
な
ど
を
罰
則
の
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に

加
え
て
市
の
各
実
施
機
関
の

職
員
も
新
た
に
罰
則
の
対
象

と
す
る
改
正
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
適
用
さ
れ
る
罰

則
も
、
次
の
と
お
り
重
罰
化

を
図
り
ま
し
た
。

①
実
施
機
関
の
職
員
や
受

託
業
者
な
ど
が
、
個
人
の
秘

密
に
属
す
る
情
報
が
記
録
さ

れ
た
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
の
電

磁
的
記
録
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
利
用
し
て
検
索
で
き

る
よ
う
体
系
化
し
た
も
の
を

正
当
な
理
由
な
く
外
部
提
供

し
た
時
は
、
２
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

②
実
施
機
関
の
職
員
や
受

託
業
者
な
ど
が
、
市
の
取
扱

事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
個

人
情
報
で
、
公
文
書
ま
た
は

磁
気
テ
ー
プ
な
ど
に
記
録
さ

れ
た
も
の
を
、
自
己
も
し
く

は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を

図
る
目
的
で
外
部
に
提
供

し
、ま
た
は
盗
用
し
た
時
は
、

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

③
実
施
機
関
の
職
員
が
、

職
権
を
乱
用
し
て
職
務
以
外

の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
、

個
人
の
秘
密
に
属
す
る
情
報

が
記
録
さ
れ
た
文
書
な
ど
を

収
集
し
た
時
は
、
１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
５０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

④
受
託
業
者
や
そ
の
従
業

員
な
ど
が
、
①
に
定
め
る
場

合
以
外
で
、
そ
の
業
務
に
関

し
て
知
り
得
た
個
人
の
秘
密

に
属
す
る
情
報
を
漏
ら
し
た

時
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま

市
は
、
一
定
程
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
人
の
暮
ら
し
に

役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ

ン
利
用
券
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
次
の
障
害
の
あ
る
人

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

既
に
利
用
券
が
交
付
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
市
か
ら
申

請
の
案
内
を
し
ま
す
。

対
象
者
＝
▼
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
①
視
覚
障
害
１
〜
３

級
②
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能

障
害
１
〜
３
級
③
上
下
肢
機

能
障
害
１
〜
２
級
④
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ

た
は
３
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

⑤
受
託
業
者
や
そ
の
従
業

員
な
ど
が
、
①
、
②
お
よ
び

④
の
罪
を
犯
し
た
時
、
そ
の

雇
用
主
な
ど
も
同
じ
罰
金
刑

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

⑥
こ
れ
ら
の
罰
則
は
、
市

外
で
行
わ
れ
た
行
為
に
対
し

て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
情
報
公
開
条
例
も

平
成
１０
年
１０
月
１
日
の
施
行

以
来
、
公
文
書
や
市
が
保
有

よ
る
自
己
負
担
額
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

申
請
対
象
＝
平
成
１６
年
７

月
か
ら
１２
月
ま
で
の
福
祉
用

う
・
直
腸
・
小
腸
・
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
１
級
⑤
平
衡
機

能
障
害
３
級
の
人
▼
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
障
害
程
度
「
Ａ
」
の
人

▼
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障

こ
う
原
病
の
相
談

山
城
北
保
健
所
は
、
難
病

相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
７
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
山
城
北
保
健
所

対
象
者
＝
こ
う
原
病
や
そ

の
疑
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家

族
こ
う
原
病
と
は
、
ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト
病
・
全
身
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
・
強
皮
病
・
多
発

筋
炎
・
慢
性
（
悪
性
）
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
こ
と
で
す
。

内
容
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
＝
宇
多
野
病
院

の
柳
田
英
寿
さ
ん

定
員
＝
先
着
６
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
（
�
２１
・
２
９
１

１
）

る
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
関

係
者問

合
せ
先
＝
▼
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７

５
・
９
７
２
・
２
８
８
０
、

�
０
７
５
・
９
８
２
・
２
３

４
０
）
▼
社
会
福
祉
課
（
�

６４
・
１
３
７
２
、
�
６３
・
５

７
７
７
）

一
定
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
時
は
、
介
護
保
険
制
度
に

条
例
を
改
正
し
ま
し
た

罰
則
の
強
化
や
対
象
範
囲
を
拡
大

個人情報保護
情 報 公 開

自
己
負
担
額
を
助
成

福
祉
用
具
の
貸
与
受
け
た
人
に

す
る
情
報
の
公
開
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
開
示
や
不
服

申
立
て
な
ど
の
手
続
き
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
保
護
条
例

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
た

め
、
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

互
い
に
整
合
を
図
る
た
め
に

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、
今
後
も
保
有
す
る

個
人
情
報
の
保
護
と
市
政
の

公
開
に
努
め
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
総
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
１
）

自
治
功
労
者
に
井
上
公
氏

２
月
２１
日
の
市
議
会
定
例

会
本
会
議
で
、
井
上
公
さ
ん

（
６５
）
＝
松
井
里
ケ
市
が
自

治
功
労
者
に
決
ま
り
ま
し

た
。

害
程
度
「
１
級
」
の
人

交
付
期
間
＝
３
月
２４
日
�

〜
３１
日
�
。
た
だ
し
、
土
、

日
曜
日
は
除
き
ま
す

４
月
以
降
も
随
時
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

具
貸
与
の
自
己
負
担

助
成
の
対
象
者
と
福
祉
用

具
＝
上
表
の
と
お
り

申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝

▼
介
護
保
険
自
己
負
担
額
の

領
収
書
▼
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
▼
印
鑑
▼
金
融

機
関
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

申
請
期
間
＝
３
月
１
日
�

〜
２２
日
�

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

井
上
さ
ん
は
、
市
議
会
議

員
や
田
辺
町
農
業
委
員
会
委

員
な
ど
と
し
て
、
長
年
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

市
議
会
議
員
な
ど
と
し
て
尽
力

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券�

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
券�

２４
日
か
ら
交
付
し
ま
す

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
で
登
録
し
て
い

る
所
有
者
に
対
し
て
課
さ
れ

る
税
金
で
す
。

原
付
バ
イ
ク
な
ど
を
回
収

業
者
に
出
し
た
、
売
っ
た
、

譲
っ
た
、
盗
難
に
あ
っ
た
な

ど
で
実
際
に
所
有
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
な
ど
の
手
続

き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も

税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

必
ず
、
４
月
１
日
ま
で
に

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

技
能
取
得
資
金

府
は
、
経
済
的
な
理
由
で

技
能
修
得
が
困
難
な
世
帯
で

あ
っ
て
、
専
門
学
校
な
ど
の

施
設
で
技
能
を
修
得
す
る
子

ど
も
に
対
し
、
資
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者
＝
平
成
１７
年
３
月

に
中
・
高
等
学
校
を
卒
業
見

込
み
で
、
低
所
得
世
帯
の
人

対
象
施
設
＝
技
能
修
得
期

間
が
１
年
以
上
で
、
授
業
時

間
が
１
週
間
に
１８
時
間
以
上

あ
る
施
設

申
請
時
期
＝
▼
第
１
次
申

請
…
３
月
１８
日
�
ま
で
▼
第

２
次
申
請
…
４
月
２８
日
�
ま

で
受
付
・
問
合
せ
先
＝
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
�

６３
・
５
７
４
７
）
▼
社
会
福

祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
割
引
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
で
行
う
と
割
り
引
き
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
の
前
納

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納

し
て
い
る
人
は
、
口
座
振
替

で
納
め
る
と
、
さ
ら
に
保
険

料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、

１
年
度
分
ま
た
は
６
か
月
分

（
４
〜
９
月
、
１０
月
〜
翌
年

３
月
）
で
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

平
成
１７
年
度
分
の
保
険
料

１
年
分
を
前
納
す
る
と
、
現

金
払
い
で
は
、
２
千
８
９
０

円
の
割
り
引
き
で
す
が
、
口

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
や
市
・
府
民
税
（
普
通
徴

収
分
）、
軽
自
動
車
税
は
、

預
金
（
貯
金
）
口
座
か
ら
自

動
的
に
振
り
替
え
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

固定資産税・都市計画税と市・府
民税（普通徴収分）の前納報奨金制
度（第1期分の納期限までに1年分の
税額を一括して納めていただくと前
納報奨金が交付される制度）が市税
条例の改正で、平成19年度に廃止さ
れることになりました。
ただし、平成17・18年度は、経過
措置として交付率を0.25％から0.1％
へ、交付限度額を5万円から3万円に
変更し、前納報奨金が交付されます。
問合せ先＝税務課（�64-1318）

自
動
車
の
手
続
き
も

自
動
車
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
名
義
変
更
・
変
更
登

録
・
廃
車
の
手
続
き
な
ど
が

済
ん
で
い
な
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

毎
年
３
月
は
多
く
の
人
が

手
続
き
に
来
所
さ
れ
、
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続

き
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
京
都
運
輸

支
局
（
�
０
７
５
・
６
８

１
・
９
７
６
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

座
振
替
で
は
、
３
千
４
２
０

円
の
割
り
引
き
と
な
り
、
５

３
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

平
成
１７
年
度
分
の
口
座
振

替
で
の
前
納
を
希
望
す
る
人

は
、
３
月
３１
日
�
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
同
日

ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で

の
登
録
が
完
了
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
日

近
く
の
申
し
込
み
で
は
間
に

合
わ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

特
に
金
融
機
関
で
手
続
き
さ

れ
る
時
は
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
と

国
民
年
金
の
保
険
料
を
合
わ

せ
て
口
座
振
替
し
て
い
る
人

で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
を
前
納
に
変
更
す
る
時

は
、
３
月
１８
日
�
ま
で
に
、

府
国
民
年
金
基
金
（
�
０
７

５
・
２
１
２
・
８
４
１
５
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納

し
て
い
る
人
は
、
申
し
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
納
の
口
座
振
替
日
は
４

月
３０
日
（
今
年
は
土
曜
日
に

あ
た
る
た
め
５
月
２
日
�
）

で
す
。

口
座
振
替
の
早
割

国
民
年
金
の
保
険
料
を
毎

月
現
金
や
口
座
振
替
で
納
め

て
い
る
人
は
、
翌
月
末
の
支

払
い
・
引
き
落
と
し
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
月
末
に
引

き
落
と
す
口
座
振
替
の
早
割

で
納
付
す
る
と
月
額
４０
円
の

割
り
引
き
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
口
座
振
替
で
納
め

て
い
る
人
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

申
込
先

金
融
機
関
や
郵
便
局
・
国

保
年
金
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
口
座
を
持
っ
て
い
る
金
融

機
関
や
郵
便
局
で
預
金
（
貯

金
）
通
帳
・
届
出
印
・
納
付

案
内
書
（
年
金
手
帳
な
ど
）

を
持
っ
て
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▼
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
（
�
０
７
５
・
６
４
３
・

３
５
４
１
）
▼
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

口座振替をご利用ください�口座振替をご利用ください�

す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
と

翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま

す
。申

込
手
続
＝
市
内
に
あ
る

市
税
口
座
振
替
取
扱
金
融
機

関
・
郵
便
局
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
取
扱
金
融
機
関
や
郵
便

局
で
預
金
（
貯
金
）
通
帳
・

届
出
印
・
納
付
書
を
持
っ
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な

ど
の
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、

そ
の
年
度
分
の
税
金
は
全
額

納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
月
割
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

原
付
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄

以
下
）、
農
耕
機
な
ど
の
廃

車
の
手
続
き
は
、
印
鑑
と
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
っ

て
、
税
務
課
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
代
理
人
が
手
続
き
さ

れ
る
時
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な

く
て
も
廃
車
の
手
続
き
は
で

き
ま
す
が
、
事
前
に
同
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
車
両
の
手
続

き
・
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
軽
自
動
車（
３
・
４
輪
）

と
バ
イ
ク
（
１
２
６
〜
２
５

０
㏄
）
…
軽
自
動
車
協
会

（
京
都
市
伏
見
区
竹
田
向
代

町
５１
・
５
、
�
０
７
５
・
６

９
１
・
６
５
１
６
）
▼
バ
イ

ク
（
２
５
１
㏄
以
上
）
…
京

都
運
輸
支
局
（
京
都
市
伏
見

区
竹
田
向
代
町
３７
、
�
０
７

５
・
６
８
１
・
９
７
６
１
）

年
度
末
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
手
続
き
は
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
７
）

取
扱
金
融
機
関
な
ど
＝
市

内
に
本
店
・
支
店
の
あ
る
銀

行
、
信
用
金
庫
、
農
協
、
郵

便
局振

り
替
え
を
希
望
す
る
納

付
月
の
前
月
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
取
り
消
し
、

振
替
口
座
や
納
付
方
法
（
前

納
・
期
別
）
を
変
更
す
る
時

は
、納
付
月
の
前
月
ま
で
に
、

取
扱
金
融
機
関
・
郵
便
局
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
８
）

製
菓
衛
生
師
と

調
理
師
の
試
験

府
は
、
調
理
師
と
製
菓
衛

生
師
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

願
書
配
布
開
始
日
＝
３
月

１
日
�

願
書
受
付
期
間
＝
▼
調
理

師
試
験
…
４
月
１８
日
�
〜
２２

日
�
▼
製
菓
衛
生
師
試
験
…

４
月
２５
日
�
〜
２７
日
�

国
保
税
１０
期
の
納
付
月

３
月
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
１０
期
の
納
付
月
（
納
期

限
は
、
３
月
３１
日
�
）
で
す
。

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

前納報奨金を19年度に廃止
17・18年度は経過措置で継続

保険料や税金などの納付

保
険
料
が
割
り
引
き

国
民
年
金

前
納
や
早
割
制
度
の
利
用
で

振
替
希
望
の
前
月
ま
で
に
申
し
込
み

市
税
な
ど

自
動
的
に
納
付
で
き
ま
す

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を�

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を�

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を�

軽自動車税

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

就
職
支
度
金
を
支
給

市
は
、
中
・
高
等
学
校
な

ど
を
出
て
就
職
す
る
人
に
支

度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
中
・
高
等
学
校
を

卒
業
・
退
学
ま
た
は
技
能
習

得
訓
練
を
終
了
後
１
か
月
以

内
に
就
職
す
る
、
低
所
得
世

帯
の
人

低
所
得
世
帯
の
所
得
基
準

は
、
世
帯
構
成
な
ど
で
異
な

り
ま
す
。
日
雇
い
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
臨

時
的
な
就
職
、
自
営
業
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
課（
�
６４
・
１
３
７
１
）

願
書
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
と
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

願
書
受
付
場
所
＝
▼
山
城
北

保
健
所
▼
田
辺
地
域
総
務
室

試
験
日
時
＝
５
月
２２
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午

試
験
会
場
＝
関
西
文
理
学

院
（
京
都
市
）

問
合
せ
先
＝
山
城
北
保
健

所
（
�
２１
・
２
９
１
２)

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
３
月
１５
日
�
午
後

１
時
２０
分
〜
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
者
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク

ル
に
参
加
し
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会(

�
６２
・
２
２

日
時
＝
３
月
８
日
�
午
後

１
時
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す

る
、
現
在
介
護
を
し
て
い
る

人
ま
た
は
、
介
護
に
興
味
が

あ
る
人

講
師
＝
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
セ
ピ
ア
の
園
」
栄

養
士
の
余
吾
淳
子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
高
齢
者
の
た
め

の
食
事
と
栄
養
摂
取

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

親
子
で
餅
つ
き
大
会

日
時
＝
３
月
６
日
�
午
前

１０
時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い

る
ひ
と
り
親
世
帯

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

児
童
福
祉
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
は
児
童
福
祉
制
度
と
し

て
、
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
や
父
子
・
母
子

家
庭
や
心
身
に
障
害
が
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

児童福祉制度のあらまし�

※このほかに、母子・寡婦福祉貸付金、交通遺児等育成資金、交通遺児育英奨学金などの貸し付けの制度もあります。�

母
子
家
庭
関
係�

児
童
関
係�

母
子
・
父
子
家
庭
関
係�

障
害
児
関
係�

制　度　名� 制度のあらまし� 支　給　額�

第１子　　月額�
第２子　　月額�
第３子以降月額�

5,000円�
5,000円�
10,000円�

�

全部支給　月額�
一部支給　月額�

41,880円�
41,870円～�
9,880円�

�
乳幼児　　年額�
小学生　　年額�
中学生　　年額�
高校生　　年額�
高校入学支度金�
�

11,000円�
21,500円�
43,000円�
64,000円�
35,000円�

乳幼児　　年額�
小学生　　年額�
中学生　　年額�
高校生　　年額�
高校入学支度金�
�

11,000円�
21,500円�
43,000円�
64,000円�
35,000円�

全日制　　年額�
定時制　　年額�
高等専門学校�
入学支度金�
通信制　　年額�
　入学支度金�
�

168,000円�
168,000円�
192,000円�
63,000円�
108,000円�
45,000円�

全日制　　年額�
　入学支度金�
定時制　　年額�
　入学支度金�
通信制　　年額�
　入学支度金�
�

396,000円�
178,000円�
288,000円�
137,000円�
108,000円�
45,000円�

重度障害　月額�

中度障害　月額�

50,900円�

33,900円�

児童１人につき�
　　　　　月額�

�
2,400円�

児童２人までは１人につき�
　　　　　月額�
以下、１人増すごとに�
　　　　　月額�
�

�
1,800円�

�
600円�

国
公
立�

私
　
立�

母子家庭奨学金�

交通遺児奨学金�

高等学校奨学金�

京田辺市特別�
児童福祉手当�

特 別 児 童 �
扶 養 手 当 �

京田辺市心身障害
児童特別手当�

児童扶養手当�

児 童 手 当 �小学校3年生修了前の児童を養育して
いる人に支給（所得制限あります）�

※請求時に診断書が必要ですが、身体障害者手帳1
～3級または療育手帳「A」判定の時は、その写
しで診断書を省略することができます。�

20歳未満の障害児を養育している人
に支給（所得制限あります）�

母子家庭(父障害の家庭も対象)で18
歳に達する日以後の最初の3月31日
までの間にある児童を養育している
人に支給（所得制限あります）�

母子家庭(父障害の家庭も対象)で乳
幼児から高校生までの児童を養育し
ている人に支給�

交通事故で保護者を失った、父子お
よび母子家庭などで、乳幼児から高
校生までの児童を養育している人に
支給�

18歳未満の障害児を養育している
人で、本市に引き続き1年以上居住
し、住民基本台帳または外国人登録
に児童とともに登録されている時に
支給�

父子および母子家庭などで、義務教
育修了前(18歳未満の心身障害児を含
みます)の児童を養育している人で、
本市に引き続き1年以上居住し、住民
基本台帳または外国人登録に児童と
ともに登録されている時に支給�

父子・母子および身体障害者世帯な
どで、低所得世帯(市町村民税非課
税世帯)に支給�
【ただし、生活保護受給者は別に支
給します】�
※母子家庭奨学金を合わせて申請し
た時は、支給額が調整されます。�

平成16年4月に制度改正�

に
、
左
表
の
と
お
り
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
児
童

福
祉
課（
�
６４
・
１
３
７
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

預
金
保
険
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
１７
年
３
月
末
ま
で

は
、
当
座
預
金
・
普
通
預

金
・
別
段
預
金
の
金
額
が
保

持
ち
物
＝
▼
エ
プ
ロ
ン
▼

三
角
巾

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

預金などの保護の範囲は？�

定 期 預 金 �
定 期 積 金 �
ビッグ・ワイドなど�

当 座 預 金 �
普 通 預 金 �
別 段 預 金 �

全 額 保 護 �

預
金
保
険
の
対
象
預
金
な
ど�

決済用預金にあたる
預金は全額保護�
（無利息・要求払い・決済サービスを提供
できることという3条件を満たす預金）�

平成14年4月～17年3月� 平成17年4月から�平成17年4月から�

保　護　対　象　外�
破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます�

（一部カットされることがあります）�

対
象
外
預
金
な
ど�

外 貨 預 金 �
譲渡性預金�
ヒットなど�

合算して元本1,000万円までと�
その利息などを保護�
1,000万円を超える部分は、破たん金融機関の財産の状況�
に応じて支払われます。�
（一部カットされることがあります）�

市
は
み
な
さ
ん
の
生
活
の

一
助
と
し
て
消
費
生
活
に
関

護
さ
れ
ま
す
。
同
年
４
月
か

ら
は
、「
無
利
息
」「
要
求
払

い
」「
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
こ
と
」
の
３
要
件

を
満
た
す
決
済
用
預
金
が
全

額
保
護
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
定
期
預

金
や
利
息
の
つ
く
普
通
預
金

な
ど
は
、
１
金
融
機
関
に
つ

き
預
金
者
１
人
当
た
り
、
元

本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
な
ど
し
か
保
護
さ
れ
ま
せ

ん
（
ペ
イ
オ
フ
解
禁
）。

具
体
的
に
ど
の
預
金
が

「
決
済
用
預
金
」
に
該
当
す

る
か
な
ど
は
、
金
融
機
関
な

ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
近
畿
財
務
局

京
都
財
務
事
務
所
（
�
０
７

５
・
２
３
１
・
４
１
３
３
）

す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
振
り
込
め
詐
欺
」

の
新
た
な
手
口
で
す
。

【
事
例
】

①
勤
務
中
、
携
帯
電
話
に

自
宅
の
電
話
番
号
が
発
信
元

と
し
て
表
示
さ
れ
た
電
話
が

あ
り
、「
家
族
を
人
質
に
と

っ
た
。
金
を
振
り
込
め
」
と

身
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

②
携
帯
電
話
に
、
警
察
署

の
電
話
番
号
が
発
信
元
に
表

示
さ
れ
た
電
話
が
あ
り
、
交

通
事
故
な
ど
の
示
談
金
を
要

求
さ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

知
り
合
い
か
ら
の
発
信
が

表
示
さ
れ
た
電
話
で
も
、
不

審
に
感
じ
た
ら
折
り
返
し
電

話
を
か
け
直
し
て
確
認
し
た

り
、
最
寄
り
の
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

次
々
と
新
し
い
手
口
の
詐

欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
十
分
に
注
意
し
冷
静
に

判
断
・
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
、
少
し
で
も

早
く
消
費
生
活
相
談
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
会

議
室問

合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

最
近
、
簡
易
裁
判
所
の

「
支
払
督
促
」
の
手
続
き
を

悪
用
し
た
架
空
請
求
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

裁
判
所
か
ら
郵
便
物
が
届

い
た
時
は
、
自
分
に
は
か
か

わ
り
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て

放
置
せ
ず
に
、
す
ぐ
に
中
身

を
確
認
し
て
不
審
な
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
発
送
元
の
裁
判

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。「支

払
督
促
」
と
は
、
正

式
な
裁
判
と
違
っ
て
申
し
立

て
の
書
類
だ
け
を
見
て
、
法

律
的
に
筋
が
通
っ
た
請
求
で

あ
れ
ば
そ
の
内
容
ど
お
り
の

「
支
払
督
促
」
を
裁
判
所
か

ら
相
手
に
郵
便
で
送
る
も
の

で
す
。
決
め
ら
れ
た
期
間
内

に
裁
判
所
に
対
し
て
「
異
議

申
し
立
て
」
が
な
け
れ
ば
、

強
制
執
行
を
す
る
権
利
が
与

え
ら
れ
る
な
ど
の
強
い
効
力

が
あ
り
ま
す
。

受
け
取
っ
た
も
の
が
裁
判

所
の
「
支
払
督
促
」
で
あ
れ

ば
、
た
と
え
身
に
覚
え
が
な

い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
裁
判

所
に
異
議
申
立
書
を
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

預
金
保
険
法
が
改
正

預
金
保
険
法
が
改
正�

預
金
保
険
法
が
改
正

預
金
保
険
法
が
改
正�

預
金
保
険
法
が
改
正�

新
し
い
手
口
に
注
意

不
審
に
思
っ
た
ら
確
認
や
相
談
を

普
通
預
金
は
１
千
万
円
ま
で
保
護
17年4月

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン

登
録
で
き
ま
せ
ん

市
は
、
く
ら
し
の
中
に
無

駄
を
な
く
し
、
物
の
有
効
利

用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」

で
「
リ
ユ
ー
ス
情
報
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
物
品
は
、

ゆ
ず
り
ま
す

①
籐
製
の
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ

ェ
ア
ー

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
生
ご
み
処
理
機
②
ベ

ビ
ー
バ
ギ
ー
ま
た
は
Ｂ
型
ベ

ビ
ー
カ
ー
③
自
転
車
フ
ロ
ン

ト
（
前
用
）
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト

受
付
開
始
日
時
＝
３
月
７

日
�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

２
２
）

＜ 4  ＞

交通事故
�

気をつけましょう　こんなこと�
歩行中の交通事故をみると、ほとんどが道路を横断している時です。�
道路を横断するときは次のことに気をつけましょう。�

通り慣れた道でも油断は�
禁物です。しっかりと安�
全確認をしましょう。�

信号や横断歩道などが近�
くにある時は必ず利用し�
ましょう。�

近づいてくる車がある時�
は、通り過ぎるまで待ち�
ましょう。�

安全な行動を習慣づけて、交通事故を防止しましょう。�
　　　　　　　　　　　　　　　【田辺警察署　ı@63-0110】�

確かめる� 利用する� 待つ�

歩行者の�
みなさん�

田
辺
警
察
署
と
綴
喜
防
犯

協
会
は
、
こ
の
ほ
ど
山
城
田

辺
郵
便
局
が
業
務
に
使
用
す

る
す
べ
て
の
車
や
バ
イ
ク
を

「
移
動
こ
ど
も
１
１
０
番
の

い
え
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

「
移
動
こ
ど
も
１
１
０
番

の
い
え
」
に
指
定
し
た
車
両

に
は
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
プ

レ
ー
ト
を
つ
け
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
な
ど

の
監
視
作
業
を
行
い
ま
す
。

「
移
動
こ
ど
も
１
１
０
番

の
い
え
」
は
、
子
ど
も
が
犯

罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
時
や
危
険
を
感
じ

た
時
に
、
危
険
を
避
け
る
た

め
に
駆
け
込
む
場
所
で
あ
る

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」

の
車
両
版
で
す
。

同
郵
便
局
は
昨
年
１２
月
か

ら
集
配
業
務
と
合
わ
せ
て
、

地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
集
配
車
に
貼

り
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た

め
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署

（
�
６３
・
０
１
１
０
）

栄
養
士
招
き
介
護
講
座

栄
養
士
招
き
介
護
講
座�

栄
養
士
招
き
介
護
講
座�

オウム真理教特別手配被疑者�
あれから10年が経ちました�

あなたのそばにいませんか？情報をお待ちしています。�
田辺警察署（ı@63-0110） ıK0120-006024　110番�

平田　信�
身長183㌢�
ひげが濃い�
がに股�

歯並びが悪い�

高橋　克也�
身長173㌢�
頭が大きい�
まゆ毛が濃い�

眼鏡をかけることも�

菊地　直子�
身長159㌢�

まゆ毛の間に横一文字�
の傷あと、右こめかみ�
に小豆大のホクロ�

�

ま
た
、
届
い
た
書
類
が
裁

判
所
の
正
式
な
も
の
か
ど
う

か
よ
く
分
か
ら
な
い
時
な
ど

も
、
気
軽
に
最
寄
り
の
裁
判

「
支
払
督
促
」が
届
い
た
ら�

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

書
面
に
連
絡
先
が
書
い
て

あ
っ
て
も
、
本
当
に
裁
判
所

か
ら
の
も
の
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

簡
易
裁
判
所
が
送
付
す
る

郵
便
物
に
は
、
連
絡
先
と
し

て
携
帯
電
話
の
電
話
番
号
や

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。問

合
せ
先
＝
▼
京
都
簡
易

裁
判
所
（
�
０
７
５
・
２
１

１
・
４
１
１
１
）
▼
宇
治
簡

易
裁
判
所
（
�
２１
・
２
３
９

４
）

処
理
手
数
料
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
と
な
る
家
電
製
品
（
洗

濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
）
▼
パ

ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
と
な
る
機
器
（
パ
ソ
コ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
用
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ど
）

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

登
下
校
時

安
全
確
保

移
動
こ
ど
も
１１０
番
の
い
え

郵
便
局
車
両
を
指
定

身
に
覚
え
が
な
く
て
も
確
認

簡
易
裁
判
所

高
齢
者
の
た
め
の
食
事
と
栄
養
摂
取

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

「移動こども110番のいえ」のプレートが貼り付けられた貨物
車とバイク（山城田辺郵便局）

市
公
用
車
に
は
啓
発

ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
け

市
は
子
ど
も
が
被
害
者
と

な
る
犯
罪
が
多
発
す
る
中
、

そ
の
防
犯
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
市
が
業
務
で
使
う
公

用
車
に
「
子
ど
も
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
職
員
が
公
用

車
を
運
転
し
て
い
る
時
で
も

子
ど
も
の
安
全

に
十
分
な
注
意

を
払
う
と
と
も

に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
も
日

常
的
に
子
ど
も

の
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ

と
、
ス
テ
ッ

カ
ー
の
貼
っ
た

公
用
車
が
市
内

を
走
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
が
安
心
感
を
持

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
は
約
１
４
０

台
の
公
用
車
に
貼
り
、
市
職

員
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
学
校
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
２
）

公用車にステッカーを貼り付ける
職員
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こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

3月16日��
13：45～15：30�
保健センター�

こころの
健康相談�

①3月14日��
13：45～15：30�

保健センター（予約制）�
②3月16日��
13：30～15：00�
中部住民センター�
③3月17日��
13：30～15：00�
高木公民館�

�
�
医師・保健師による相
談�

田辺地域
総務室�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1377

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

弁護士による相談�
�3月18日�4月1日から電話
予約受付（土・日・祝日を除く）�

保健師・栄養士による
相談（予約制）�

弁護士による相談�
3月11日電話予約受付�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

3月14日��
13：30～16：30�
田辺地域総務室�

�4月6日��4月20日��
13：30～16：30�
市役所市民相談室�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
9：00～16：00�

来所相談　毎週月・水曜日�
13：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�
CIKビル（新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名� 日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

3月9日�中央公民館会議室 �
23日�北部住民センター
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

3月16日��
10：00～11：30�
北部住民センター�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

「これから
　のこと」�
相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

教育相談�

相談名�

法律問題全般�
3月1日�から予約受付�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

物忘れや一人暮らしで不安な人や
高齢者・障害者など対象に福祉サー
ビスの契約など生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

3月25日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

3月4日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

3月23日��
13：30～16：00�
北部住民センター�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
●1日�       桃園小学校�
　　　　　 �63-6335�
　　　　　田辺東小学校
　　　　　　�62-4348�
●8日�      三山木小学校
　　　　　　�62-1055�
●10日�　草内小学校        �
                   �62-0054�
●15日�　田辺小学校　�
　　             �62-0044�
　　　　　薪小学校�
                 �63-2000　�
●17日�　松井ケ丘小学校�
　　　　　 �62-8888�
●24日�　大住小学校�
                 �62-0046

日時・場所� 問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

3月10日��
10：00～12：00�
北部住民センター�

南部�
法律相談
センター�

司法書士�
法律相談�

3月30日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

3月19日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

3月4日�・15日�・25日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

一般�
健康相談�
（ 一 般
成 人 を
対象）�

各小学校�
�

電話による�
教育相談は�
学校教育課�
�63-4488

�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

産業�
振興課�
�64-1360

消費生活�
相談�

女性の�
相談室�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

政策�
推進課�
�64-1309

3月3日�・17日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�3月5日�…へこきじい�12日�…しょ
うとんどの鬼退治�16日�…おじさんの
かさ�19日�…いい夢とつまらない旅�
27日�…昔ばなしを楽しむ会
時間＝�土曜日…午後3時～3時30分�
16日�…午後3時30分～4時�27日�…午
後2時～3時
話し手＝�土曜日・27日�…図書館お
はなしサークルのがらがらどん�16日�
…図書館職員

3月のギャラリー
�「岩本竹細工個展」：岩本俊彦＝1日
�～6日��「第5回パレット油絵展」：
津田勉＝8日�～13日��「4人展～ゆと

り倶楽部～」：
廣川みゆき＝15
日�～19日��
「青いトマト小品
展 」 ： 河 内 弘
安＝22日�～4月
3日�。ただし、
25日�と28日�
は除きます

3月の映画会
今月はアカデミー賞の作品賞受賞作特
集です。
�12日…イングリッシュ・ペイシェン
ト�19日…ガンジー�26日…普通の人々
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
�3月5日�…元気な仕立屋�12日�…小
鳥をのみこんだおじいさん�19日�…おん
どりとひとかけらのダイヤモンド�23日�
…ふしぎなトイレくん�26日�…あなのは
なし�4月2日�…たんぽぽ
時間＝�土曜日…午前11時～11時30分�
23日�…午後3時30分～4時
話し手＝�土曜日…図書館サークルのお
はなしバスケット�23日�…図書館職員

おはなし会
�3月9日�…きいろいのはちょうちょ�

市内のできごと、市内のできごと、�
ニュース、催しなどがニュース、催しなどが�
あるときは、お気軽にあるときは、お気軽に�
広報広聴課へお知らせ広報広聴課へお知らせ�
ください。ください。�
問合せ先＝広報広聴課問合せ先＝広報広聴課�
　　　　（　　　　（�64-1320）�

市内のできごと、�
ニュース、催しなどが�
あるときは、お気軽に�
広報広聴課へお知らせ�
ください。�
問合せ先＝広報広聴課�
　　　　（�64-1320）�

16日�…こぶじいさんとトッケビ
時間＝午後3時30分～4時
話し手＝�9日�…図書館職員�16日�
…図書館サークルのおはなしバスケット

児童向けの本を展示します
中央図書館中部分室は、「おおきくなっ
たらなんになる？」をテーマに、展示・貸
し出しを行います。
期間＝3月26
日�～4月10日
�。ただし、3
月28日�と4月
4日�は除きま
す
場所＝中央図
書館中部分室
内容＝読み物
や、いろんな
仕事と内容が紹介された本など50冊ほど展
示します
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教
育
委
員
会
は
、
今
年
４

月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
予

定
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
保

護
者
あ
て
に
、
１
月
末
日
ま

で
に
「
就
学
通
知
書
」
を
発

送
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
同
書
が
届
い
て
い

な
い
人
は
、
す
ぐ
に
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
が
市
立
小
・
中
学

校
以
外
の
学
校
へ
入
学
す
る

時
は
、
入
学
許
可
書
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
必
ず
３
月
３１
日

�
ま
で
に「
区
域
外
入
学
届
」

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
学
校
教
育

課
（
�
６４
・
１
３
９
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

18～20日

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
開
く

コ
ン
サ
ー
ト
や
模
擬
店
な
ど

水
泳
上
達
の

コ
ツ
を
伝
授

開
催
日
＝
４
月
４
日
�
・

７
日
�
・
２２
日
�

消
防
本
部
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防
火

意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
３

月
１
日
�
〜
７
日
�
に
春
の

火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま

す
。３

月
に
入
る
と
寒
さ
も
峠

を
越
え
、
火
の
取
り
扱
い
に

対
す
る
注
意
が
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多

い
た
め
、
火
災
が
拡
大
し
や

す
く
、
毎
年
多
く
の
人
の
か

け
が
え
の
な
い
命
や
貴
重
な

財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悲
し
い
出
来
事

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
＝
下
表
の

と
お
り
）
に
注
意
し
て
、
住

【
３
つ
の
習
慣
】�

○
　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る�

○
　
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ
た

　
　
位
置
で
使
う�

○
　
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、

　
　
必
ず
火
を
消
す�

【
４
つ
の
対
策
】�

○
　
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

　
　
報
器
を
設
置
す
る�

○
　
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
　
防
炎
製
品
を
使
う�

○
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

　
　
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る�

○
　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

　
　
め
に
、
隣
り
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る�

住
宅
防
火

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
の
習
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

４
つ
の
対
策�

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策�

宅
防
火
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

好
き
な
人
集
ま
れ

社
会
体
育
協
会
所
属
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
練

習
会
を
開
き
ま
す
。

昔
よ
く
球
技
を
や
っ
て
い

た
人
や
練
習
機
会
の
無
い
人

な
ど
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
グ
ロ
ー
ブ

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

開
催
日
＝
３
月
６
日
�
・

４
月
３
日
�

時
間
＝
午
前
９
時
か
ら

場
所
＝
桃
園
小
学
校

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
４０
歳
以
上
の

人
参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
▼
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　
音
野
（
�

６２
・
７
０
０
８
）
▼
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央

体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０

１
）ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
を
開
く

日
時
＝
４
月
３
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜

４
時
の
２
回

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の

人
定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

申
込
者
が
多
数
の
時
は
抽

選
し
ま
す
。

受
講
料
＝
千
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
受
講
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

本
市
に
通
勤
ま
た
は
通
学
す

る
人
は
勤
務
先
や
学
校
名
・

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
希

望
」
を
、
返
信
用
の
表
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
田
辺
中

乾燥や強風の日が多く注意を

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８
２
６
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

春の火災予防運動始まる�春の火災予防運動始まる�
就
学
通
知
書
届
い
て
ま
す
か

区
域
外
入
学
手
続
き
３
月
末
ま
で

小
・
中
学
校
の

講
師
を
募
集

山
城
教
育
局
は
、
平
成
１７

年
度
の
小
・
中
学
校
の
講
師

を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
地
＝
山
城
教
育
局
管

内
の
小
・
中
学
校

条
件
＝
小
・
中
学
校
の
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
る
こ
と

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
人
工
呼
吸
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
を

中
心
と
し
た
普
通
救
命
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２０
日
（
春
分

の
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消

防
署
（
�
６３
・
１
１
２
５
）

▼
消
防
署
北
部
分
署
（
�

６５
・
０
１
１
９
）

子
ど
も
文
庫
連
絡
会

人
形
劇
を
行
い
ま
す

図
書
館
サ
ー
ク
ル
の
京
田

辺
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
は
、

人
形
劇
（
後
援
＝
教
育
委
員

会
）
を
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。日

時
＝
３
月
２９
日
�
午
後

２
時
〜
２
時
４０
分

場
所
＝
中
央
図
書
館

申
込
用
紙
の
配
布
場
所
＝

▼
山
城
教
育
局
▼
市
学
校
教

育
課申

込
・
問
合
せ
先
＝
山
城

教
育
局（
�
６２
・
０
２
７
４
）

市民管弦楽団は、定期演奏会（後援＝
教育委員会・文化協会）を開きます。
日時＝3月13日�午後2時から
場所＝八幡市文化センター
曲目＝▼ベートーヴェン交響曲第1番
ハ長調▼ハイドン交響曲第101番「時計」
など
入場料＝1000円
問合せ先＝市民管弦楽団事務局　伊藤

（�090-8574-7616）

13日に定期演奏会�13日に定期演奏会�

市民管弦楽団

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委

員
会
は
、「
北
部
ふ
れ
あ
い

祭
」
を
開
き
ま
す
。

開
催
期
間
＝
３
月
１８
日
�

〜
２０
日
（
春
分
の
日
）

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー【１８

日
�
】

内
容
・
時
間
＝
社
交
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・
午
後
６
時

３０
分
〜
９
時
３０
分

【
１９
日
�
】

内
容
・
時
間
＝
▼
作
品
展

示
・
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
お
は
な
し
会
・
午
前
１１
時

〜
１１
時
３０
分
▼
大
住
中
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
・
午

後
０
時
３０
分
〜
１
時
▼
舞
台

発
表
・
午
後
２
時
〜
３
時
▼

カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
午
後
６
時

３０
分
〜
１０
時

【
２０
日
（
春
分
の
日
）】

内
容
・
時
間
＝
▼
舞
台
発

表
、
作
品
展
示
・
午
前
９
時

〜
午
後
４

時
３０
分
▼

お
茶
席
と

模
擬
店
・

午
前
９
時

３０
分
か
ら

問
合
せ

先
＝
北
部

ふ
れ
あ
い

祭
実
行
委

員
会
（
北

部
住
民
セ

ン
タ
ー

ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
で

バ
レ
エ
な
ど
の
発
表
会

山
城
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

発
表
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１３
日
�
午
後

１
時
か
ら

場
所
＝
山
城
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し

ろ
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

内
容
＝
子
ど
も
た
ち
の
バ

レ
エ
の
発
表
や
大
人
の
太
極

拳
・
大
正
琴
の
演
奏
な
ど

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
山
城
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ア
や

ま
し
ろ（
�
８６
・
５
８
５
１
）

対
象
＝
２
歳
児
〜
小
学
３

年
生
く
ら
い

演
目
＝
▼
く
ま
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
▼
魔
法
使
い
の
鏡

参
加
費
＝
無
料

く
わ
し
く
は
、
京
田
辺
子

ど
も
文
庫
連
絡
会
　
越
村

（
�
６３
・
１
８
９
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
、
�
６３
・
７
９
５
５
）

央
体
育
館
に
送
付
。ま
た
は
、

住
所
・
氏
名
を
書
い
た
は
が

き
を
同
体
育
館
に
直
接
持
参

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
３
月
１０
日
�

〜
２０
日
（
春
分
の
日
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

中
央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸

山
１９
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

レ
ッ
ス
ン
開
始
時
間
＝
▼

４
・
７
日
…
午
後
２
時
・
午

後
２
時
２５
分
・
午
後
２
時
５０

分
▼
２２
日
…
午
前
１０
時
・
午

前
１０
時
２５
分
・
午
前
１０
時
５０

分
レ
ッ
ス
ン
時
間
＝
２０
分
間

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ

れ
先
着
１
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
同
プ
ー
ル
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
受
講
希
望
日

の
１
か
月
前
か
ら
２
日
前
ま

で
申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

公
園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１

１
３
）

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

FFFFFFFFFFFFFFFFF

FFFFFFFFFFFFFFFFF

ご家族おそろいでさまざまな展示や催しを
お楽しみください（昨年の北部ふれあい祭）



平成17年（2005年）3月1日 ＜ 8  ＞

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
く

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
は
、
職
業
訓
練
講
座
を

開
き
ま
す
。

内
容
・
期
間
・
受
講
料
な

ど
＝
左
表
の
と
お
り

対
象
＝
府
内
に
在
住
・
通

勤
す
る
人

普
賢
寺
児
童
館
は
、
親
子

教
室
を
開
き
ま
す
。

開催日時�定員�

2
歳
児�

内　　容�

親子でいっしょに楽
しむ身体遊びや、感
触遊びをします�

ごっこ遊び・リズム
遊び・手遊び・体育
的遊び・お絵かきな
ど、家庭で活用して
楽しめることを、集
団の中で遊びます�

1
歳
児�

0
歳
児�

クラス・対象児の生年月日�

平成14年4月2日
～15年4月1日�
生まれの人�

平成15年4月2日
～16年4月1日�
生まれの人�

平成16年4月2日
～16年9月30日�
生まれの人�

毎週火曜日�
午前・午後�

毎週水曜日�
午 前 �

毎週水曜日�
午 後 �

毎週木曜日�
午前・午後�

毎週金曜日�
午前・午後�

各
　
　
20�
　
　
組�

親子教室のクラス・内容�

時間�受付開始日� 回数�曜　日�期　間�

12
5/9～5/204/9 �月・水・木・金�

受講料（円）�

午前9時30分～�
午後3時30分�

講座名�

表計算活用�
表計算入門�

4/23 5/23～6/3 月・水・金�

6
5/29～
7/3

4/29 日�

7

午後6時30分～�
9時�

4/28
5/28～
7/9 午後1時～�

3時30分�

午前9時30分～�
正午�

土�

午前9時30分～�
正午�

午後1時～�
3時30分�

インター
ネット�

文書作成
中　級�
表計算�
中　級�

4/23 5/23～
6/13 月・木�

回数�時　間� 受講料（円）�講座名� 受付開始日� 期　間� 曜　日�

表計算�
初　級�

文書作成�
中　級�

受付開始日� 期　間�講座名� 曜　日� 回数�時　間� 受講料（円）�

45/17～
5/274/17

火・金�
午後6時30分～�

9時� 9
CAD�
入　門�

5/31～
6/284/30

デジカメ�
入　門�

■一般コース�

■ビジネスコース�

■女性・中高年者コース�

講座の内容・開催期間・受講料など�

一般 10,000
中小企業の従業員 8,000

一般 22,500
中小企業の従業員 18,000

15,000

中小企業の従業員
12,000�
一般

15,000

中小企業の
従業員
14,000�

一般
17,500

市
は
、
市
民
の
国
際
交
流
を
支
援
す

る
た
め
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人
で
、
▼

「
外
国
人
留
学
生
な
ど
を
自
宅
に
受
け
入

れ
る
場
合
」
…
Ａ
タ
イ
プ
▼
「
自
費
で

海
外
研
修
・
留
学
す
る
場
合
」
…
Ｂ
タ

イ
プ補

助
額
＝

１
夜
に
つ
き

２
千
円
（
５

夜
１
万
円
が
限
度
）

Ａ
タ
イ
プ
は
、
受
け
入
れ
人
数
が
２

人
以
上
で
も
１
人
分
の
み
が
対
象
で
す
。

Ｂ
タ
イ
プ
は
、
企
業
か
ら
の
派
遣
や
観

光
旅
行
、
外
国
人
と
の
交
流
を
伴
わ
な

い
研
修
は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法
＝
秘
書
室
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
必
ず

資
料(

学
校
か
ら
の
証
明
書
や
日
程
表
、

航
空
券
写
し
な
ど)

を
添
え
て
、
交
流
体

験
開
始
日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

交
流
体
験

終
了
後
の
申

請
は
、
で
き

ま
せ
ん
。
一

年
度
内(

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
）

の
申
請
回
数
は
、
１
家
族
（
Ａ
タ
イ
プ
）、

ま
た
は
１
人
（
Ｂ
タ
イ
プ
）
に
つ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
１
回
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
秘
書
室
（
�

６４
・
１
３
２
２
）

一
本
の
た
す
き
つ
な
ぐ

一
本
の
た
す
き
つ
な
ぐ�

一
本
の
た
す
き
つ
な
ぐ�

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
２
月
２０
日
に
市
民
駅

伝
大
会
を
開
き
、
地
域
や
グ

ル
ー
プ
、
学
生
の
み
な
さ
ん

で
構
成
さ
れ
た
３５
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
増
進
と
体
力

の
向
上
、
参
加
者
相
互
の
親

睦
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
数
え

て
２１
回
目
。
コ
ー
ス
は
、
松

井
ケ
丘
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト

し
、
花
住
坂
・
大
住
ケ
丘
の

住
宅
街
を
抜
け
、
薪
小
学
校

前
か
ら
市
役
所
横
を
通
過
、

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
の
西
側
を
走
り
、
天
王

黒
岩
で
折
り
返
し
。復
路
は
、

普
賢
寺
小
学
校
前
か
ら
観
音

寺
境
内
を
抜
け
、
酒
屋
神
社

前
を
横
切
り
、
田
辺
公
園
野

球
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
６

区
間
１８
・
１
�
。
緩
や
か
な

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
続
い
た

り
、
長
い

下
り
坂
な

ど
、
ラ
ン

ナ
ー
に
と

っ
て
は
と

て
も
タ
フ

な
コ
ー
ス

で
す
。

走
者
の

み
な
さ
ん

は
、
１
本

の
た
す
き

を
必
死
に

次
の
走
者

に
つ
な
い

で
い
ま
し

た
。上

位
の
記
録
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
一
般
の
部
＝
①
ツ
モ
！

大
三
元
（
役
満
）（
１
時
間

１
分
３０
秒
）
②
一
休
ケ
丘

（
１
時
間
９
分
４
秒
）
③
Ｇ

Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
�

（
１
時
間
９
分
４７
秒
）
▼
女

子
の
部
＝
①
大
住
中
学
校

（
１
時
間
９
分
５９
秒
）
②
同

志
社
国
際
Ｃ
（
１
時
間
１３
分

２１
秒
）
③
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ

Ｔ
＆
Ｆ（
１
時
間
１８
分
１
秒
）

▼
学
生
の
部
＝
①
同
志
社
大

開
催
期
間
＝
４
月
１９
日
�

〜
７
月
８
日
�
の
間
で
各
ク

国
際
交
流
に
補
助
金
支
給

国
際
交
流
に
補
助
金
支
給�

国
際
交
流
に
補
助
金
支
給�

親
子
で
遊
ぼ
う
よ

普
賢
寺
児
童
館
で
親
子
教
室

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
留
学
を
対
象
に

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

学
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
（
１

時
間
１
分
２７
秒
）
②
暁
（
１

時
間
１
分
５７
秒
）
③
ス
ー

パ
ー
バ
ネ
（
１
時
間
３
分
４０

秒
）

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
１
区
の
選
手

（
松
井
ケ
丘
小
学
校
）

トップでゴールテープを切る同志社大学トラ
イアスロン部のアンカー（田辺公園野球場）

力
走
す
る
選
手
に
旗
を
振
り
な
が

ら
声
援
を
送
る
み
な
さ
ん
（
一
休

ケ
丘
地
区
）

市
民
駅
伝

高
低
差
が
激
し
い
難
コ
ー
ス
を
攻
略

犬
・
猫
の
引
き
取
り

４
月
か
ら
毎
週
火
曜
に

府
は
、
市
役
所
で
犬
・
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。４

月
か
ら
は
、
引
き
取
り

日
が
変
わ
り
ま
す
。た
だ
し
、

時
間
と
場
所
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
３
月
３１
日
ま
で
】

引
き
取
り
日
＝
毎
週
木
曜

日
（
最
終
日
は
３
月
３１
日
で

す
）【４

月
１
日
か
ら
】

引
き
取
り
日
＝
毎
週
火
曜

日
（
第
１
回
目
は
４
月
５
日

で
す
）

【
時
間
】

午
前
１０
時
〜
１０
時
４５
分

【
場
所
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
西

側【
問
合
せ
先
】

生
活
環
境
課
（
�
６４
・
１

３
６
６
）

子
犬
・
子
猫
を
望
ん
で
い

な
い
時
は
、
不
妊
手
術
を
行

い
、
不
幸
な
犬
や
猫
が
増
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ス
の
実
施
日

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
１１
時
▼
午
後
の
部

…
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
場
所
＝
普
賢
寺
児
童
館

ク
ラ
ス
・
開
催
日
時
・
内

容
な
ど
＝
上
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ

ス
（
実
施
日
と
午
前
・
午

後
）
・
住
所
・
氏
名
（
親
子

と
も
ふ
り
が
な
）
・
子
ど
も

の
性
別
と
生
年
月
日
・
電
話

番
号
、
初
め
て
の
人
は
「
初

め
て
の
参
加
」
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

初
め
て
参
加
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

応
募
者
が
多
数
の
時
は
、

抽
選
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
３
月
１８
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢

寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・
０

３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門
田

６
・
３
、�
６５
・
０
１
５
３
）

親子で一緒にひな人形作りをする親子教室の参加
者のみなさん（2月22日、普賢寺児童館）

定
員
＝
各
２０
人

申
込
方
法
＝
受
付
開
始
日

以
降
に
受
講
料
を
持
っ
て
、

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
城
南
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
�
４６
・

０
６
８
８
）


